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Summary

Thejointtoxicitiesofpyrethroidweretested

againstthe housefly(Muscadomesticavicina

Macqu.) and German cockroaches (BLLaLeLLa

gcymanica L.).Theco,toxicitycoefficientsof

mixtureswere calculated by using the Sun･

method.

Themixturesofproparthrin(80)plusphthal･

thrin(20)andproparthrin(60)plusphthalthrin

(40)showedhigh synergisticaction.Proparthrin

wasmoreeffectivethanphthaltllrin.
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3. 高知県下におけるイエバエの殺虫剤感受性について (ⅠⅠⅠ)林 先史,J･2'廿日山正弘 l)糾
内和美,3)松崎沙和子3)(大正製薬株式会社 防虫科学研光室,1)東京医科幽科大学 挺動物学敏弘 2)'lLIh'知

女子大学 動物学研兜ii3))48.ll.15受理

前知爪下の足摺. 室戸地域-相を中心とした48カ所でイエバェを採袋し, 数種殺虫剤に対する感

受性について調査を行なった.実験の結氷,malathionに対しては殆んどの地城で強い抵抗性が認

められた.また十和村 (I.271FEg)は sumithionに対して抵抗性を,佐宮沢 (10･181FLg).東洋町

(16.060IL),生見 (8.643FLg)は diazinonに抵抗性を持つことが明らかになった.

林ら (1972,73)1･3)は2咋関にわたって,高知県下

のイエバエの各班殺虫剤に対する感受性の調査を行な

ってきた.今回は.-lruの割出で不充分であった地域を

割出し,LT;!内の血盟な地こくでの調査をほぼ終了したの
で結果をとりまとめ棚岱する.

本文に入るに際し,種々.御助言を賜った名古庄大

学名誉教授弥富啓三博士,束京医科歯科大学医動物学

教室の加納六郎教授.実験に協力された研究室の各位,

採壬掛こ御協力いただいた藤村千賀助教授に謝意を袈す

る.

実験材料および方法

1.供拭昆虫

火験に批目したイエバエ MuscadomesticaLinn6
1758は誠知娘下の土佐清水市を含む足摺崎-措 く片泊,

下川ロ.櫛比 三崎,加久鼠,中浜,大浜,松尾,栄

大戸.伊佐,金剛福寺,大谷,伊予,以布利,本奈呂,

下の加江,布),rll村恥 ti]のロ森,幡多郡の西土佐.

十和t寸.土佐柿の良沢.11沢帆 下本川,-'安芸郡と溢

戸了tJ'のHWIt純一柑 (大岩.相木.立石,羽板崎,西灘,
申町.切土.姓も耳,発生.沖呂鼠 印呂,沖呂小前.
&'l-17岬.虫戸岬ホテル弧 高岡,立岩,尾崎,佐-#鼠
松丸,入木,野根,災洋町,生見,申捕)の48カ所か
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ら採災して,実験室に持ち帰り増姫して用いた.

採錨地はいずれも住宅のゴミ箱近辺と膿缶およびm

舎近辺である.殺虫剤の具体的な班用出は不明で.地

域によってはかなり散布しているようである.

2/供試薬剤

米欧に班用した殺虫剤は,allethrin,pyrcthrins.

sumithion(純度98.67%),diazinon(純度99.6,%),

malathion(純度95.5%)およびγ-BHC (純此99%以

上)の6種籾の原体で,実用に用いる前に分析泣出し.

質的低下のないことを確認して用いた.

3.実験方法

実験は局所鮎用法によって行なった.いずれの故山

剤もアセトンで所定温度に稀釈し,放出江別諾引こよっ

て0.5FLtあて,イエバエの胸部背板に処理して24時聞

後の致死率を観察した.1回1濃度に体韮20mgから

23mgの雌成虫を20頭用い.6濃度区を設けて3辿区

制で3反復失鹸を行なった.

実験結果および考察

火映船架は滋1,表2に記載した如くである.誠1

の結果は足摺崎一考汀のもので.表2の純米は室戸岬と
山間地のものである.

実験を急ぐ必繋上,足摺方面は主要なる殺虫剤4位
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Table1. LDwvaluesof4insecticidesto20ColoniesofthellOuSefly
collectedinKochiprefccturc(〝g/fly)

Colonyname l̂lcthrin Pyrcthrins Sumithion Malathion
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Tatsukushi
Misaki
Masuno
Xakumi
Nakahama
Oohama
Matsuo
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Xongofukuji
Ootani
lyo
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Honnaro
Shimonokae
Nuno
NalくamuraShi
Tanokuchimori
Takatsuki

Table2. LD50′Valuesof6insecticidesto40colonicsofthehousclly
collectedinKochiprefecture(FLg/fly)

Colonyname Allethrin Pyrethrines Sumithion Malathion Diazinon
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Tateishi

Nisbinada
Nakamachi
Hanezaki

Boji
Kuromimi
Nabae

Tsurohama

Tsuro

Tsuroshiyou
Murotomisaki
〝 hotel

Takaoka
Tateiwa
Ozaki

Sakihama
Nemaru
lriki

None

ToyomacIli
lkumi

Kannoura

Kashiwagi
Ooiwa

Nagasawa
Nagasawabashi
Shimohongawa
Nishitosa
Towamura
Takatsuki
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郊のみで検討した.いずれも,今後とも重要なものと

考えられる殺虫剤である.

各種の殺虫剤に対する感受性について考察するなら

ば次の如くである.

Allethrinについてみれば林,ら (1972)l)が報告

した安非系の1.937〝g,前浜系の3.044f′gにおよぶも

のはない.しかし,三崎系は1.482FLgで表2に記載し

た立岩系の1.513FLg,下本川の2.169FLg,十和村の

1.641IJgなどは高槻系に比較して耐性がついたものと

考える.Pyrethrinではず訓1の1.318FLg,津呂の1.088
FLg.佐南沢の1.233FLg,下本川の1･084FLg,十和村の

1･123pgなどが耐性を珪付するのではないかと考える.

以上の結果から,ピレスロイド系殺虫剤についても

抵抗性ができないとはいえないので.充分な検討が必

要であろう.

Sumithionについてみれば,十和村の1.271〃gは

高槻系の 0.179〃gに比較して感受性はひくく,抵抗

性系統といえる.他の地域では問題はないが,十和村

系に関しては今後とも調査をつづける必要がある.

Malathionに対しては,高槻系に比較して判定す

るならば30地域で採災されたものに抵抗性が認められ

た.

なかでも,松尾の128.421pg,束大戸の84.312FEg,

羽脚.Bの 88.271FLg,佐臼浜の144.768FLg.尾崎の

150.114/Lg.束沖町の165･416FLg,生見の189･249FLg

は秘めて払い出抗性が認められた.これらは1972年の

胡瓜稲川では発見できなかった.

以上の似向から判断すると.すくなくともハエの成

山対壬掛こmalathionを収用することは,かなり問題

があるのではないかと考える.新しい殺虫剤の開発が

困難な時代でもあるので,共力剤の混用ということも

-考える必出があろう.なお.共力剤としては pyre･

throid系殺虫剤の共力剤が有効で,なかでもS-421

が収も効舛的である.2)

Diazinonでは佐喜浜の10.181iLg,東洋町の16.060

/Lg.LLi兄の8.643FLgの3系統は高槻系の0･293pgに

比収して.蛇抗性の発達は税著である.

なお.佐臼沢,舛洋町.生見の3系統はmalathion
に対してもユr4'ii号に払い抵抗性をしめし.各種の有機燐

剤に対して抵抗性が発適しやすいことが予LfLされる.

このことからも,殺虫剤の散布は一層計画的である必
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要がある.

γ-BHCに関しては.いずれの地域でも払い抵抗性

をしめすが.実際には殺虫剤そのものが製造中止にな

っているので悶血とはならない.しかし.抵抗性に附

すろ基礎研兜のデータ-としては韮要なる志義をもつ

ものである.

以上の如く,イエバエの殺虫剤感受性は地域によっ

て,あるいは薬剤間に相辺はみられるが,malathion,

γ-BHCに対しては採集した地域全般に払い抵抗性が

認められた.

これは同一薬剤の連用ということがかなり閑擁して

いるものと考えられる. ことに,sumithionや dia･

zinonに対しても抵抗性を持つ地域も出てきた現状で

は,殺虫剤の選択や使用剤型というものを再検討する

時期にきていることを示唆するものである.
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Summary

TheLD60Valuesof48coloniesofhouseflies

collectedinKochiPrefectureareshowninTable1

and2.Therewasnocolonysusceptibletomala･

thion,whereasallthecoloniestestedweresuscc･

ptibletopyrethrins.Fourcolonies.whichwcrc

collectedinMisaki,Tateiwa,Shimohongawaand

Towamuraweretorelanttoallethrin.showing

l･482FLg,1･513FLgI2･196I増andl･64lFLgperLcmalc

asLD50Valuerespectively.Threecolonies,which

werecollectedinSakihama,Toyochiyo,andlkumi

wereresistanttodiazinon,showing10.181/Lg.

16･060FLgand8･643FLgperfemaleasLDBOValue

respectively.Onecolonies,whichwerecollected

inTowamurawereresistanttosumithion.show･

ingl･27lFLgperfemaleasLD50Value･


